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要旨 

本研究では、エビデンスを紹介する Web サイトについて、精神保健福祉システムの

ステークホルダーがどのような表現や形式での情報掲載を望んでいるかを調査した。調

査結果を基にサイト（「こころとくらし」、https://cocokura.ncnp.go.jp/）を開発し、令

和３年７月に公開した。サイトでは、地域精神保健で用いられる支援技法のエビデンス

紹介ページ、エビデンスに関する Q&A ページの他、サイトの概要説明のページ、用語

集、アンケート、お問い合わせの各ページを作成し掲載した。令和４年５月現在、34 の

支援技法、および 2 つの疑問についてエビデンス情報を掲載中である。 

サイト閲覧者の反響について、アンケートの集計、および Google Analytics によるア

クセス解析により調査した。アンケートはこれまでに 13 件の回答が寄せられ、そのう

ち 7 割の回答者がサイトの情報は探しやすくわかりやすいと評価した。サイトの活用法

として、「支援に関する意見を言いやすくなりそう」「支援に関して周囲の人と相談しや

すくなりそう」といった回答が多かった。サイトの現在までの総 PV 数は 3.8 万、ユー

ザー数 9,899 であり、アクセスは漸増傾向である。公開直後から約 5 ヶ月を対象に行っ

た解析では、他サイトのリンクからの訪問が 63％、検索エンジンからの訪問が 26％で

あり、主要な利用者は精神保健に携わる関係者と推察され、一定数のリピーターも確認

された。エビデンス情報をわかりやすく伝えるという目的を「こころとくらし」が果た

し得ることが確認された。今後はサイトの周知やアンケート集計・アクセス解析、およ

びサイトの修正を継続し、サイトの充実と利用者の増加を目指す。 

A.研究の背景と目的 

本研究の目的は、効果的な実践に関する

情報を発信するための Web サイトについ

て、国内の精神保健福祉システムのステー

クホルダーがどのような表現や形式での情

報掲載を望んでいるかを探索することであ

る。令和元年度は当事者、家族、支援者、

行政職員、研究者の属性をもつ者、合計

35 名にグループインタビューを行い、最

初にイラスト等を用いて簡単に説明してほ

しい、その上で詳細をできるだけ数値を使

わずに説明してほしい、という希望があっ

た。こうした意見を反映し、令和２年度よ

り Web サイト「こころとくらし-精神障害

当事者の地域生活にかかわる研究結果紹介

サイト-Evidence based Information site 

on community lives for people with 

mental illness（略称：ここくら）」

（https://cocokura.ncnp.go.jp/）を作成

し、令和３年７月にサイトを公開した。 
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なお、本分担研究班は山口分担研究班と

合同で作業を進めた。本稿では、サイトコ

ンテンツの作成と掲載、およびサイト閲覧

者の反響について報告する。サイトの構造

等については、同分担研究班の報告書も合

わせて参照されたい。 

 

B.方法 

１．エビデンス紹介ページの作成 

 地域精神保健で用いられる支援技法を取

り上げ、１支援技法につき１ページ、エビ

デンスを紹介するページを作成した。「入

院は短いほうがいいの？」などの疑問につ

いても、同様にエビデンス紹介ページを作

成した。まず先頭に支援を具体的に想起さ

せるイラストを表示した（資料 1）。次に

支援技法について、研究者以外には馴染み

が薄いと思われる用語や言い回しは可能な

限り排して簡潔に説明した。 

続くエビデンス紹介部分（資料 2）は、

コクランレビューの基礎情報を示した表、

コクランレビューの結果の早見表とその説

明、留意点の説明、引用情報で構成した。

早見表では、精神症状・入院率などのアウ

トカムごとに改善・減少などの言葉を用い

て結果が示され、肯定的な結果には笑顔の

アイコン（緑）、群間に差がなかった場合

は無表情のアイコン（黄）を添えるなど、

情報を把握しやすくする工夫を行った。表

の下部では、表で示されている内容につい

て、改めて言葉で説明した。留意点ではレ

ビューの限界について述べ、引用情報では

コクランジャパンのサイトへのリンクを張

った。 

２．Q&A ページの作成 

  エビデンスという言葉の意味や、よく

ある疑問に対する回答を掲載した「エビデ

ンスに関するQ&A」というページを作成

した（資料3）。グループインタビューで明

らかになった、ステークホルダーが持つエ

ビデンスへの抵抗感をできる限り払拭し、

エビデンスをどのように解釈し利用するべ

きかについて、指針を示すような内容を心

掛けてページを作成した。「エビデンスと

は何ですか？」「なぜ「エビデンス」に基

づいた支援をしなくてはいけないのです

か？」といった質問に答える形式とし、読

みやすさとわかりやすさを重視した。 

３．その他のページの作成 

 「この Web サイトについて」、「用語

集」、「アンケート」、「お問い合わせ」の各

ページを作成した。「この Web サイトにつ

いて」では、サイトの目的や活用例に加

え、エビデンス紹介ページの早見表の見方

を掲載した。「用語集」では、市民に馴染

みがないと思われる「アウトカム」「組み

入れ研究（数）」などの用語を説明した。

「アンケート」では閲覧者の属性や、サイ

トの使いやすさ・感想を聞き取るためのフ

ォームを用意した。 

４．アンケート集計およびアクセス解析 

 アンケートに寄せられた回答を集計し

た。また、Google Analytics を用いてサイ

トのアクセス解析を行った。 

 

C.結果／進捗 

令和３年７月に「こころとくらし」Web

サイトを一般公開した。令和４年５月現

在、34 の支援技法、および 2 つの疑問に

ついてエビデンス紹介ページが公開されて

いる。グループインタビュー参加者を招い

た報告会や学会発表、その他関係団体への

広報、関係サイトとの相互リンクなどを行

い、現在の総閲覧回数は 3.8 万回、ユーザ

ー数は 9,899 である。 

１．アンケート集計 

アンケートには 13 件の回答が寄せられ

た（資料 4）。回答者の属性は当事者（8

人、62％）が最も多く、年齢は 50 代が最

も多かった（6 人、46％）。約７割の回答

者が、サイト内の情報は探しやすく（とて

も探しやすい・探しやすい：9 人、
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69％）、わかりやすい（とてもわかりやす

い・わかりやすい：10 人、77％）と評価

した。サイトが科学的根拠の理解に役立っ

たと回答した人は 8 人（62％）で、活用の

仕方としては「支援に関する意見を言いや

すくなりそう」、および「支援に関して周

囲の人と相談しやすくなりそう」が同数で

多かった（5 人、38％）。一方でサイトへ

の要望は、「科学的根拠にもとづく支援を

提供している医療機関や事業所について具

体的な情報を載せてほしい」（はい：12

人、92％）、「支援に関する法律や制度など

に関する情報を載せてほしい」（10 人、

77％）、「統合失調症、双極性障害、大うつ

病以外の疾患に関する情報も載せてほし

い」（10 人、77％）といった意見が多かっ

た。 

２．アクセス解析 

「こころとくらし」の利用実態を調べる

ため、Google Analytics を用いたアクセス

解析を実施した。アクセス解析対象期間は

2021/7/01～2021/12/31 とした。この期間

中の主なイベントは、7/13 にサイト公開、

10/11 頃に他サイト（eJIM, Cochrane 

Japan, ReMHRAD, WAM NET）との相互

リンク掲載、12/11 に学会発表があった。 

この期間中の PV 数は 12,152、ユーザー

数 2,628、セッション数 3,466、エンゲー

ジ（サイト上でのユーザーの操作）のあっ

たセッション数 2,096 であった。1 日平均

に変換すると PV 数 66.4、ユーザー数

14.4、セッション数 18.9、エンゲージのあ

ったセッション数 11.5 であり、経時的な

推移では 10 月以降のユーザーの増加が特

徴的であった。1 ユーザーあたり、0.8 の

エンゲージのあったセッションがあり、平

均エンゲージメント時間が 1 分 26 秒、エ

ンゲージメント率は 60.5％であった。利用

者地域は 98％日本国内からの利用であ

り、都道府県別のアクセスは東京

（24％）、神奈川（11％）、大阪（10％）

であった。新規ユーザーに対するリピータ

ーの割合は約 13%、ユーザーの利用環境と

してはデスクトップが 64％、モバイル端

末からアクセスするユーザーが 34％、タ

ブレットが 2％となっており、チャンネル

別アクセスとしては、Referral（他サイト

のリンクからの訪問）が 63％、Organic 

search（検索エンジンからの訪問）が

26％、利用ブラウザは Chrome が 34%、

Edge が 30%、Safari が 21%となってい

た。各ページのアクセス解析では、PV 数

上位は「トップページ」、「支援技法から探

す」、「疑問や関心事から探す」でありこの

3 ページで総アクセスの 53％を占めてい

た。 

 

D.考察 

 アンケートの回答から、サイトは情報が

探しやすくわかりやすいと、閲覧者に好意

的に評価されていた。また、過半数の回答

者がサイトは科学的根拠の理解に役立った

と回答し、エビデンス情報をわかりやすく

伝えるという目的を「こころとくらし」が

果たし得ることが確認された。論文等のエ

ビデンス情報に触れる機会が少ないと思わ

れる当事者の目線から、サイトのエビデン

ス情報を見ることで「支援に関する意見を

言いやすくなりそう」「支援に関して周囲

の人と相談しやすくなりそう」という声が

聞かれたことは、サイトの意義を裏付ける

結果であった。 

アクセス解析では、利用者はほぼ国内か

らのアクセスであり、都道府県別のアクセ

ス数割合が概ね都道府県の人口比率を反映

している事、利用者の環境としてデスクト

ップが多く利用ブラウザが Chrome、

Edge が多い事、チャンネル別アクセスと

して Referral が 63％を占めることから、

この期間中の主要な利用者は精神保健に携

わる関係者で、本サイトの広報活動に反応

した利用と推察された。13％と一定のリピ
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ーターがいることから、掲載コンテンツの

有用性を感じる利用者が一定数存在するこ

とが示唆される。今後、コンテンツが充実

し本サイトの認知度が高まる事で、検索由

来のアクセスが増加する事が見込まれる。 

今後は多くの人にサイトを活用してもら

うことを目標に、論文等を通して引き続き

サイトの周知を行う予定である。また、継

続的にアンケートの分析やアクセス解析を

行い、掲載コンテンツの評価や改善方針に

ついての基礎資料を得る。そのうえで、エ

ビデンスに関する新しい情報、およびユー

ザーの声の反映のために、半年に一回程度

を目安にサイトの修正を行い、より充実し

たサイトを目指す。 

 

E.健康危険情報 

なし 

 

F.研究発表 
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・Igarashi M, Yamaguchi S, Kawaguchi 
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systematic search and narrative 

synthesis. Neuropsychopharmacol Rep. 

41: 459-463. 2021 DOI: 

10.1002/npr2.12216 

・佐藤さやか：精神障害者の地域生活に関

する研究紹介サイトについて．心と社

会，187：97-102，2022.3. 

2.学会発表 

・佐藤さやか・川口敬之・五十嵐百花・小

川亮・山口創生・藤井千代：精神障害当

事者の地域生活にかかわる研究結果紹介

サイト「こころとくらし（略称：ここく

ら）」の開発．第 28 回日本精神障障害者

リハビリテーション学会，愛知大会, オ

ンライン, 2021.12.11. 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし
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資料 1 認知行動療法のエビデンス紹介ページ (1) 
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資料 2 認知行動療法のエビデンス紹介ページ (2) 
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資料３ エビデンスに関する Q&Aページ 
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資料 4 アンケート集計結果 

 


